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柳窪の歴史をたどって パートⅢ

第三章は、江戸末期までの柳窪村の産業
の変遷を辿ってみたいと思います。

柳窪の耕地はケヤキ・シイなどの武蔵野原野
を切り開いて作った畑地ですが、農業も時代
とともに変化し、その他にも様々な生業が生
まれました。

写真は、昭和四⼗五年に撮影された柳窪
五丁⽬、第⼗⼩学校の裏あたりの⿊⽬川で
す。改修前の⿊⽬川に、昔々の柳窪の姿を
思い浮かべ、ひと時の時間旅⾏をお楽しみく
ださい。

写真：写真でつづるふるさと東久留⽶
『光の交響詩』より 

耕地を広げ生産⾼を増やすことがス
テータスであったこの地は勤勉を旨と
する⼀⽅、進取の気⾵にも富んだ⼟
地柄であったようです。 

『柳久保⼩⻨』
そんな柳窪気質が生み出したのが柳
窪⼩⻨です。
江戸末期、奥住和夫⽒のご先祖右
ェ門さんは、旅先より持ち帰った種に
研究改良を重ね、ついに“柳久保⼩
⻨“と呼ばれる優秀な品種を世に送
りだしました。
写真左が柳久保⼩⻨です。 味が
良いだけでなく、ご覧の通り太く⻑ー
い草丈が萱に代わる屋根材に重宝さ
れ東京や近隣県で太平洋戦争前ま
で盛んに栽培されました。

写真提供：東久留⽶郷⼟資料室

『農間稼業』
江戸中期以降になると農間稼ぎ
（農業の副業）が始まりました。
萱の刈り取りや屋根替え職等の手間
賃稼ぎが、そのひとつです。
写真は昭和４９年に柳窪四丁⽬で
撮影されたものです。
昔ながらの屋根の葺き替え作業は、
技術を要する重労働だそうです。
写真：『光の交響詩』より

『第⼆次産業』

江戸後期には集落内の⼆軒が酒造
業を営んでいました。 第⼆次産業
の誕生です。

⼀軒⽬の酒造業の屋号は「にや」⼜
は「下倉」、野崎宗家の分家（しん
や）で、天保⼗五年、近江の蒲生
郡より杜⽒が来たことが⼈別帳に記
録されています。 少々話しが逸れま
すが、野崎家は古くから近江の地と
交流があったようです。
写真は、柳窪の天神社境内にある
梅林の碑ですが、この縁起となる梅の
⽊を植えたとされる近江杜⽒のお墓
が野崎家の陵（墓地）の中にあるそ
うです。

写真提供：東久留⽶郷⼟資料室

もう⼀軒が「あがっと」（上り登）の屋
号で呼ばれた村野本家。 こちらには
慶応三年（1867）頸城郡荒磯村
から杜⽒が来たことが記録にありま
す。 明治の終わりまで三鷹・⼤泉・
八王⼦まで手広く商売をしていたそう
です。

写真は昭和５年、所沢市に移築さ
れた村野本家母屋。
写真：『光の交響詩』より

幕末期名主を務めていた村野本家
の旧家屋は九ッ間型の⽴派なもので
した。 江戸後期の建築技術が生か
された我が国有数の農業家屋だそう
で、保存状態が良いうえに商売繁盛
している縁起の良い家であることが気
に入られ電⼒王・茶⼈として名を馳
せた松永安左エ門の別荘として所沢
に移築されました。 同時に⽂政三
年に建てられた⻑屋門も⼀緒に移築
されました。 現在も所沢で柳瀬荘
⻩林閣と称され東京国⽴博物館所
有の重要⽂化財となっています。
今も柳窪にあればと願わずにはいられ
ません。
写真：『光の交響詩』より

写真は、江戸時代から明治時代に
商家などが、⽇々の売り上げ金を入
れた銭箱です。

東久留⽶郷⼟資料室にて撮影

『幕末から明治へ』

こうして旧柳窪村が歴史を重ねてい
るうちにも時代は明治の⼤舞台へと
移り進みます。

明治43年に久留⽶⼩学校の同窓
会記念として撮影された、この写真は
市内で確認されている最も古い写真
だそうです。

写真：『光の交響詩』より

不変とも⾒える⽇々と変化とが拮抗
しつつ、この地の歴史の⻭⾞も確実
に回っていきました。

春ちゃん

本編写真につきましては、東久留⽶
市郷⼟資料室のご協⼒をいただきま
した。
全て掲載承認済みです。
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